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本
再
発
展
の
と
め
刊
し
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初
選
挙
後
初
め
て
の
悦
機
会
M
V
h
h

}
月
七
円
悶
午
小
約
九
昨
吋
か
ら

た
c

そ

と
お
れ
ツ

議
員
の
油
引
淡
に
と
も
な
い
議

員
か
ら
滋
ば
れ
る
鮫
査
委
員

k
し
て
弁
上
災
民
を
滋
保
し

た
制
す
湖
融
緩
第
二
号

4

北
話
予
知
叫
筒
出
此
地
問
線
機
航
例
制
骨

会
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

ハ
一
原
案
可
決
)

問
後
山
隊
出
脱
却
貯
部
桝
審
世
説
委
悶
間
余

叫
背
負
で
あ
っ
た
官
錦
織
菊
太
郎
氏

筏
白
阿
佐
市
民
が
一
身
上
の
総
合

に
よ
ち
辞
任
し
た
め
で
数
欠
委

員
と
し
て
次
の
二
人
h
k
選
任
し

た
の
で
織
機
会
の
議
穏
を
求
め
た

も
の
で
あ
一
る
。

V
岬
捕
後
委
員
会
委
員
ハ
掘
削
本
間
〉

い
さ
つ

本
語
災
々
議
員
の
門
山
間
に
あ

た
0
ま
し
て
、
不
出
円
相
執
が
備
制
紙
同

と
し
て
後
後
方
か
ら

少
数
の
綴
校
総
を
い

た
だ
き
、
指
相
伝
い
た

だ
き
ま
し
た
と
主
を

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

も
と
よ
り
荻
は
、
油
関

学
券
才
で
ど
苦
い
ま

し
て
、
繍
縦
訓
岡
崎
中
国
間
は

今
郊
で
間
同
倒
閣
で
あ
り

ま
す
が
逐
っ
て
未
熟

な
遂
で
ご
ざ
い
ま

す
。
果
し
て
荻
に
こ

の
議
長
の
俊
雄
抑
が
線
市

せ
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
に
ゆ
昔
ま
し

て
、
療
機
に
同
概
念
を

も
っ
て
い
る
も
の
で

ど
ぢ
い
ま
す
a

し
か

し
惨
禍
開
方
の
制
問
+
文
相
慨
に
よ
れ
ソ
ま

し
て
侭
ん
主
か
C
の
総
会
ゃ
い
ス

ム

l
λ

に
滋
掛
内
容
壮
い
て
い
た
だ

け
ま
す
'
る
よ
号
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。
総
蹴
品
民
主
い
た
し
ま
し

て
も
物
検
畿
日
民
の
立
場
と
い
た

し
て
も
録
ベ
て
公
一
必
然
怒
の
対
ず

え
を
も
ち
ま
し
て
液
凝
点
輔
の
終

案
さ
れ
ま
し
た
問
問
艇
に
つ
き
ま

し
て
は
、
繍
制
惜
臓
務
総
攻
い
た
だ

き
ま
し
て
柑
執
が
本
滋
に
向
村
棋
の

立
綴
に
お
智
ま
し
て
今
後
進
み

た
い
と
い
う
確
信
を
も
っ
て
い

る
次
第
で
あ
ち
ま
す
。
充
分
か

よ
う
な
点
を
お
淡
み
絞
れ
ソ
い
た

だ
き
ま
し
て
本
狩
銀
総
の
た
め

に
今
後
凶
年
限
脱
出
地
枠
制
抑
協
力
い

た
だ
け
ま
す
る
よ
う
終
に
心
か

ら
お
闘
い
取
し

k
げ
る
次
第
で

あ
号
室
ナ
ハ
議
会
テ
ー
プ
レ
鴻

ー
ダ
ー
か
ら
取
材
)

ハ内
M
山
叩
品
骨
髄
丹
後
O
向
印
割
側
委
員
長
〉

総
務
議
員
会
@
渡
辺

A
V
門

O
機
問
問
骨
骨
之

持

ふ

ん

時

内

申
村
工
大

大
塚
骨
骨
衣
師
陣

品
科
杉
楠
陣
中
穴

佐
久
銅
山
蜘
陥
附

鈴
木
蜘
判
官
骨

神棋明開先制開制州

文
教
附
停
役
悦
官
民
会

。
山
組
問
慶
次

O
今
井
正
一
一
一

漏
出
弁
務
官
一

点

中

級

官

入

働

剛

山
側
関
山
滋
機

総
本
衿
臨
時

大
野
中
小
万
次
朗
即

時
概
数
妥
員
会

。
関
根
平
ぬ
柄

。
村
総
新
潟

沼
崎
汁
官
対
決
削
附

撤
哨
間
関
醐
輯
男

柑
蹴
持
戒
対
局
武

志
医
カ
ニ

渡
辺
関
納

124 

波
数
委
員
会内相指梓川活断聞協凶中
A
蹴縛

。
脚
判
断
台
湾

級

官

苧

位

禍

品
阿
木
曲
亙
治

鈴

木

弱

火
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畿
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曲
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向
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務

臨
時
総
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窓
会
総
災
品
脚
本
和
夫

大
細
部
官
官
次
郎

石
神
押
英
次
郎

国
間
紡
委
員

依
久
附
開
市
部
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新
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輸
省
小
使
い
を
貯
め
て

闘
っ
て
い
る
人
へ

載

中

の

去
る
十
二
月
七
日
午
後
四
時

頃
ニ
人
の
中
学
生
ら
し
い
少
女

一
が
我
孫
子
警
部
補
波
出
所
を
紡

一
れ
「
闘
っ
て
い
る
人
に
と
れ
を

一
上
げ
て
下
さ
い
。
」
と
云
っ
て

一
回
銅
山
の
包
を
置
い
た
ま
ま
名
前

一
も
云
わ
ず
に
立
ち
去
っ
た
。
そ

一
の
包
に
次
の
よ
う
な
手
妖
が
つ

!
け
ら
れ
て
い
た
。

一
毎
日
御
出
動
御
苦
労
様
で
す

こ
で
』
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
寒
く
な
る

一
と
大
変
で
す
ね
、
が
ん
ば
っ
て

一
下
さ
い
。
こ
れ
は
私
達
ふ
た
り

一
で
た
め
た
お
小
使
い
で
買
っ
た

び
一
も
の
で
す
。
あ
ま
り
沢
山
で
は

一
あ
り
ま
せ
ん
が
気
の
毒
な
人
淳

一
に
さ
し
上
げ
て
下
さ
い
。
と
の

あ
一
平
た
い
箱
に
は
、
ノ
ー
ト
、
鉛

一
拍
車
、
糸
、
針
が
入
っ
て
い
ま
す

一
k
き
な
箱
に
は
つ
る
が
何
羽
あ

了
。
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
}
緒
に

覇
王
L
上
げ
て
下
さ
い
。
つ
る
は

一
忙
が
し
く
て
つ
な
げ
る
こ

ιは

一
で
き
ま
せ
ん
の
で
こ
の
糸
、
針

広

ニ

少

女

で
気
の
毒
な
人
速
に
つ
な
い
で

裁
く
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
お

願
い
し
ま
す
.
ロ
で
云
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
手
紙
に

い
た
し
ま
し
た
。

我
孫
子
中
学
校
生
徒
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四
万
五
千
揮
を
完
成

布

佐

土

地

匪

圏

整

理

利

根

川

川

堤

紡

舷

張

(

布

佐

地

街

路

二

、

六

回

O
米

申
先
)
に
と
も
な
い
九
十
七
一
戸
の
氷
路
一
、
一
八

O
米

?
一
移
転
先
を
求
め
て
行
は
れ
た
布
移
転
家
屋
〔
商
家
)
一
一
二
戸

制

一

佐

第

一

土

地

区

画

掛

監

理

事

業

は

門

農

家

)

二

O
戸

唱

一

こ

の

ほ

ど

完

成

し

、

去

る

十

}

(

一

般

)

関

西

戸

間

一

月

二

十

六

日

布

佐

小

学

校

務

堂

(

公

共

〉

二

戸

山

一

に

関

係

者

、

来

賓

百

余

人

安

集

計

九

七

戸

年
一
め
て
神
式
に
よ
っ
て
、
竣
工
式

叫
朝
一
を
開
催
し
た
。
こ
の
事
業
は
昭

前
一
和
二
十
七
年
に
始
め
ら
れ
、
脇
陣

ー
一
工
費
二
千
七
百
五
十
万
円
(
家

一
箆
移
転
曲
目
を
除
く
〉
で
あ
る
。

)
一
⑤
事
業
の
機
要

B
一

副

積

四

五

、

四

五

七

坪

(

間

新

設

県

道

悶

八

回

米

幹

線

て

O
四
七
米

税
金
の
出
張
徴
牧

十
二
月
二
十
五
日

輿
陽
寺
に
お
い
て

税
金
の
出
張
徴
収

を
い
た
し
ま
す

s田 町民体育祭
5自 重量山漁村復興協議会
日目三小増築竣工式
自国 i章旗会役員会
12目 新町建設主主S堅調査説明会
15目町議会議員選挙
17園 長業委員会
1白目頭I削T議会
21目、3廃業商工まつり
23困 I
24園 消防本部会言語
28園 都市計E耳布佐土地区題懇現竣工式
27国 保健録研究会
首義勢題委員会

28閤 火災予防巡回宣伝
世界最株繋セνサス

事務打合せ会

師暗唱俳酎

11月の町政メモ

織り

石
油
コ

今
年
の
始
め
か
ら
十
月
末
日

ま
で
に
県
下
全
部
で
四

O
}
件

の
火
災
が
あ
り
、
そ
の
損
害
は

金
額
に
し
て
一
億
四
千
万
円

k

云
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
の

第
?
伎
は
宥
油
と
ん
ろ
、
次
が

か
ま
ど
の
不
始
末
、
取
り
灰
、

題
曲
目
の
飛
ぴ
火
、
子
供
の
火
遊

び
と
な
っ
て
い
る
。
己
の
火
災

原
闘
を
よ
く
見
る
と
、
私
達
の

}
寸
し
た
注
意
に
よ
っ
て
防
げ

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

火

~ 

保
健
婦
を
呼
ん
で
下
さ
い

お
母
さ
ん
方
の
会
合
へ

百
目
保
健
輔
聞
は
皆
様
の
希
望
が
あ

各

総

務

い

f
t
名

れ
ば
主
ん
で
行
っ
て
皆
僚
の
お

で
若
い
お
母
さ
ん
方
の
議
(
ま

仲
間
入

9

つ
ど
識
と
か
十
五
日
議
主
か
)

の
集
い
が
一
月
に
一
回
位
継
き

れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
町
の
保

健
婦
は
そ
う
い
う
所
に
行
っ
て

育
児
の
お
話
主
か
家
挟
計
画
の

方
法
と
か
病
人
の
震
輔
副
主
か
病

気
の
智
識
等
を
皆
き
ん
と
御
相

談
或
は
お
話
合
い
度
い
主
つ
ね

づ
ね
思
っ
て
お
り
ま
す
。

話
合
い
た
い
と
思
い
宮
す
の
で

そ
れ
ぞ
れ
の
集
り
の
時
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

な
お
役
場
の
人
が
来
る
か
ら
然

兼
ね
だ
k
か
お
茶
菓
子
世
周
怒

す
る
と
か
そ
ん
な
事
の
な
い
よ

う
習
慣
を
つ
け
て
ゆ
き
た
い
邑

園
出
い
ま
す
の

庫裏

関
関

ロ
第
一
位

識
も
好
き
で
火
事
を
出
す
人
は

あ
り
ま
せ
ん
が
抵
遠
の
常
の
注

意
が
火
事
か
ら
私
遠
白
家
や
貯

を
守
り
ま
す
。
本
町
で
は
今
年

の
一
月
十
一
日
に
あ
っ
た
}
恥
町

内
の
火
事
が
}
件
で
し
た
.
E

れ
か
ら
急
が
し
い
年
末
に
な
り

注
意
が
火
か
ら
隊
れ
て
火
災
を

起
す
己
主
が
多
い
よ
う
で
す
@

火
事
の
な
い
記
録
を
今
年
、

来
年
さ
ら
に
再
来
年
k
戯
け

τ

い
き
ま
し
ょ
う
。

ン

。
お
庭
生
お
め
で
と
う
A
V

円
十
月
扱
〉

ーが
id--一.
引
村
川
」
l

同

te-AJ

一

桜

井

壮

一

良

ニ

k
き

わ

台

町

一

飯

尾

秀

雄

一

朝

子

細

刑

務

一

大

井

重

信

一

俊

信

栄

町

叫

…

桑

島

晶

夫

一

由

美

子

栄

町

一

岬

字

回

川

誠

一

一

勝

敏

八

区

山

山

国

治

男

一

住

治

青

山

山

一

深

沢

昭

七

一

昭

彦

三

区

白

川

松

丸

悟

朗

一

佳

子

十

の

}

日

( 4 ) 

毒事

3襲

居留""辺段d、タ沼""穐侭紛

北
海
道
関
柘
実
習
生

-

、

募

集

人

員

六

十

人

'

二

、

応

募

資

格

司

F
J玖
ぷ
通

V
お
小
使

新
制
中
学
校
卒
業
程
度
午

ι庁
議
伊
婦
問
問
い
を
貯
め

の
晶
子
力
主
農
業
の
経
験

z

、
$
官
民
謡
て
そ
の
お

を
有
す
る
満
二
十
才
以
簡
時
轡
同
筆
一
金
で
ノ

1

上

三

十

才

未

満

の

者

で

〉

刊

主

亀

甲

ト

や

鉛

筆

単

身

入

場

し

震

の

教

一

一

よ

し

科

却

を

買

い

因

習
を
受
け
ら
れ
る
者

p

v

h
刃

fL=

三

、

教

習

期

間

寸

一

孔

謡

っ

た

人

に

昭
和
耳
十
五
年
ヨ
月
一
日
か
一
一

T
・

優

二

上

げ

よ

う

一
ら
翌
年
二
月
末
日
ま
で

7UG

島

g
k警
察
へ

百

、

問

願

期

限

塁

。

《

届

け

た

二

一
紹
和
旦
十
且
年
一
月
十
日
少
女
は
、
我
孫
子
中
学
校
三
年

一
※
山
川
綴
書
類
等
は
役
場
揖
開
業
生
の
鈴
木
早
苗
さ
ん
(
我
孫
子

-
一
認
に
あ
り
ま
す
か
ら
詳
細
四
三
九
番
地
裁
哉
さ
ん
の
次

と
一
は
産
業
課
に
問
い
合
せ
下
女
)
と
=
一
村
糸
子
さ
ん
ハ
我
孫

一

さ

い

。

子

守

一

五

八

O
番
地
主
八
さ
ん

一

自

衛

官

2
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

L

E

F

り
ま
し
た
。
と
の
緩
か
い
贈
物

E
一
O
受
付
十
一
月
二
十
日
か
ら
は
警
察
か
ら
役
場
に
届
け
ら
れ

一

一

月

十

四

日

ま

で

て

現

在

社

会

穏

に

保

管

し

て

あ

一
。
年
令
十
八
才

i
二
十
五
才
り
ま
す
が
早
速
図
っ
て
い
る
家

1
3
一
O
待
遇
ニ
等
際
、
海
、
空
土
庭
の
子
供
さ
ん
に
お
昂
け
い
た

3
〓

初

任

給

約

六
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